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Research Abstract

本研究では,⼤腿⾻⾻頭壊死に対し健康な部位の⾻組織を⾻壊死部に移植するという治療法に関連して,壊死部の圧壊防⽌と早期治癒の観点から最適な移植⾻の形態を決定
する⼿法の確⽴を⽬的とした.この⽬的の下で,(1)⾻壊死⼤腿⾻有限要素モデル作成プログラムの開発,(2)⾻壊死修復シミュレーションプログラムの作成,(3)それらの⾻移
植最適化システムへの統合という実施計画を⽴て研究を遂⾏してきた.以下,これらの実施状況について順に説明する. 
⾻壊死⼤腿⾻に移植⾻を挿⼊した有限要素モデルの作成において重要なことは,移植⾻の⼨法や位置が様々に変化したとしても,毎回同じ⼿順で簡便に有限要素分割ができ
るような⽅法をとることである.ここでは,実際の患者から撮影したCT画像をコンピュータに取り込みこれを元にして⼤腿⾻頭の三次元有限要素モデルを作成することを前
提としているが,その際に,有限要素分割の基準となる座標系をCTの断⾯に沿うものから移植⾻の⽅向を基準とするものに変換することで,任意の⾓度で移植⾻が挿⼊され
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ても,効率良く決められた⼿順でモデル作成ができるように⼯夫した.以上の⼿法を⽤いて移植⾻⾓度を変えた数種類の有限要素モデルを作り,⼤腿⾻頭の形状を保ったまま
移植⾻の位置だけを変えたモデルの作成が可能であることから本⼿法の有効性を確認した. 
次に,⾻壊死修復シミュレーションプログラムの作成についてであるが,これには⼒学的環境の変化に対応して⾻がその組織形態を変化させる⼒学的適応再構築を発展させ
た理論モデルを考えた.これを⼆次元の⼤腿⾻頭の⾻密度変化の問題に適⽤し,本⼿法が⾻修復のシミュレーションにおいても有効であることを確認した. 
以上が本研究において現在までに得られた成果である。現在、上記の2つの⼿法を統合することにより本来の⽬的である最適化システムの開発を継続中である。
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